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1900 年から 1920 年代にかけて、日本から台湾に来た画家は、『台湾日日新報』の紙面で
確認すると、南画家がおよそ 100 人に対して、日本画家が 10 人にすぎず、また西洋画家が
30 人ほど、書道や篆刻家が同じく 30 人ほどだとわかる6。新聞の記載において、日本人画
家は群れをなして移動する鯽（そく）という魚に例えられているほどであった7。 
 





































































































































旅行の関連作は 1926 年第 7 回帝展《厦門》（図 1－3）、1929 年第 10 回帝展の《蘇州の春》
（図 1－4）、1930 年第 11 回帝展の《蘇州滄浪亭》、1938 年第 2 回新文展の《春》であり、
及び台湾・高雄港を取材した 1928 年第 9 回帝展の《南国風景》（図 1－5）、朝鮮風景を取材




















として、さまざまな作品を作した。彼が 1917 年文展第 11 回に《驟雨の徴》、1918 年文展第














































































































































金森南耕（1880－1935）は 1913 年、1916 年に台湾を旅行した。彼の作品《玉臺花》（1913




















































竹内栖鳳（1864－1942）については 1920 年、1921 年の中国旅行が知られている。その経
路は神戸からまず上海、蘇州に赴き、江南方面に遊覧して汽車で北上し、北京、奉天など
に寄り、朝鮮京城を経由し帰国するというものであった37。この旅行によって数多くの作品、
写生帖、写真アルバムが制作された。例えば 1920 年第 2 回帝展出品作《薫風行吟》と《槐
下博戯》、京都市美術館所蔵の《上海写生帖》と《江南・山東写生帖》、白沙村荘橋本関雪
記念館所蔵の写真アルバム『江山勝覧』などが残されている。 












































































































































































































































術学校講師を務めた矢澤は、1938 年 5 月京城に赴き鮮展の審査を担当したが、審査終了後
の 6 月には、京城市内、平壌、公州、慶州などの名所旧跡を訪れており、途中で揮毫の依
頼にも頻繁に応じた60。 














品を含めて、7 月に銀座資生堂で金剛山十趣・廬山十趣画展を開催した64。1932 年彼は 5 月








































正木は 1924 年 12 月対支文化事務局主催の南支旅行団の団長として、文部省直轄学校教






























































































                                                   
1
 本章の第一節と、第二節の部分は、筆者が 2007 年に提出した国立台湾大学芸術史研究所
の修士卒業論文がその原型であり、また第一節は明治美術学会 2011 年度第 4 回例会で口頭
発表をした内容を加筆修正したものである。 
2
 『旅程と費用概算』博文館、1931 年、590 頁。 
3
 蔡龍保「日治時期台湾鉄路与観光事業的発展」『台北文献直字』142 号、2002 年 12 月、69
－86 頁。 
4






7「来台画伯多於鯽」『台湾日日新報』1915 年 1 月 8 日漢文版 3 面。 
8「渓仙画伯抽籤会」『台湾日日新報』1909 年 5 月 15 日 5 面。冨田溪仙「雑記帳（27）」1909
年 5 月 2 日、福岡県立美術館編『冨田溪仙資料目録：平成六年度歴史資料調査』福岡県立
美術館、1996 年に収録。 
9
 林錫慶編『東寧墨蹟』東寧墨跡編纂会、1933 年。 
10
 「題那須豊慶南清画譜」『台湾日日新報』1913 年 1 月 21 日漢文版 6 面。 
11
 石川欽一郎「廈門と汕頭」『台湾時報』1927 年 2 月、58－60 頁。 
12
 冨田溪仙「雑記帳（27）」1909 年 6 月 14 日、6 月 19 日、「雑記帳（32）」同年 6 月 21 日、
「雑記帳（36）」、『冨田溪仙資料目録：平成六年度歴史資料調査』前掲書。 
13
 冨田溪仙「支那旅行の話」、下店静市編『溪仙八十一話』改造社、1925 年、115－116 頁。 
14
 木村荘八「雲崗の生活」『文芸春秋』15 巻 14 号、1937 年 11 月、210 頁。 
15
 石井柏亭「朝鮮支那の旅行者に」『絵の旅 朝鮮支那の巻』日本評論社出版部、1921 年、
19－20 頁。 
16
 新城常三『庶民と旅の歴史』日本放送出版協会、1971 年、58－61 頁。 
17
 樋口清之『旅と日本人』講談社、1980 年、142－143 頁。 
18『日本美術年鑑 昭和 12 年版』国書刊行会、1996 年、150 頁。 
19
 楢原益太「安平の竹筏」『台湾日日新報』1920 年 4 月 16 日 4 面。 
20
 石川寅治「船と水を描き続ける八十五翁」『東京夕刊』1960 年 2 月 16 日。 
51 
 
                                                                                                                                                     
21
 紫瀾会の一員「写生行」『台湾日日新報』1910 年 1 月 30 日 5 面。 
22
 石川欽一郎「汕頭遊記」『台湾日日新報』1927 年 2 月 13 日 1 面。 
23
 児島薫「画家たちの西洋体験とアジアのまなざし」『豊田市美術館紀要』3 号、2010 年、
23－32 頁。 
24
 石川欽一郎「福州小観」『台湾日日新報』1926 年 2 月 7 日 1 面。 
25
 石川欽一郎「北京の追懷」『台湾日日新報』1926 年 4 月 13 日 1 面。 
26
 石川欽一郎「北京の追懷」『台湾日日新報』1926 年 4 月 14 日 1 面。 
27
 石川欽一郎「新竹から竹東」『台湾日日新報』1926 年 12 月 9 日 1 面。 
28
 木下直之『写真画論 写真と絵画の結婚』岩波書店、1996 年。 
29
 木下直之「台湾戦争図再々考」『近代画説』20 号、2011 年、23－43 頁。 
30
 木下直之『写真画論 写真と絵画の結婚』前掲書、38－47 頁。 
31
 このカメラは 1933 年から製造されているものである。大観の中国旅行には未だ出てない
が、戦前すでに使用が始まったことが察される。ローライコードについて、アサヒカメラ
編『世界のカメラ；1965』朝日新聞社、1964 年、183 頁を参照。 
32
 石川欽一郎「思出の記」『台湾時報』1929 年 4 月、68－69 頁。 
33







校書」『台湾日日新報』1925 年 11 月 5 日夕刊 3 面。 
36
 黒田清輝「肖像画作法座談」『成功』13 巻 6 号、1908 年 5 月、東京文化財研究所企画情
報部編『黒田清輝著述集』中央公論美術出版、2007 年、401 頁から引用。 
37
 京都市美術館編『竹内栖鳳の素描：資料研究』京都市美術館、1981 年。 
38
 田中日佐夫『竹内栖鳳』岩波書店、1988 年、298 頁。 
39
 「竹内栖鳳君演説」『京都美術協会雑誌』110 号、1901 年 8 月、3－4 頁。 
40
 古香生「将来の日本画（十五）竹内栖鳳画伯の談（下の一）」『日出新聞』1903 年 9 月 21
日、『栖鳳芸談 「日出新聞」切抜帳』前掲書から引用、118－119 頁。 
52 
 
                                                                                                                                                     
41
 「栖鳳氏の槐下博戯」『日出新聞』1920 年 10 月 13 日、『栖鳳芸談 「日出新聞」切抜帳』
前掲書から引用、295 頁。 
42
 竹内栖鳳「公設展覧会雑観（下）」『日出新聞』1909 年 11 月 21 日、『栖鳳芸談 「日出新
聞」切抜帳』前掲書から引用、141 頁。 
43
 高島北海「清国探勝談（下）」『美術新報』5 巻 23 号、1907 年 2 月 20 日 3 面。 
44







ィモン社の女》をめぐって―」『美術史』165 冊、162－176 頁。 
47
 吉田千鶴子『近代東アジア美術留学生の研究―東京美術学校留学生史料―』ゆまに書房、
2009 年、71－78 頁。 
48
 小場恒（吉）「百済懐古二十首（承前）」『校友会月報』20 巻 2 号、1921 年 6 月、23 頁。 
49
 小場恒吉「再び江西古墳壁画摸写に就いて」『校友会月報』29 巻 8 号、1931 年 3 月、3
頁。 
50
 伊藤英一「朝鮮満洲古美術研究旅行案内」『校友会月報』25 巻 2 号、1926 年 5 月、17－
19 頁。 
51
 寺田春一「満鮮旅行報告（一）」『校友会会報』3 号、1934 年 12 月、24－32 頁、同「満鮮
旅行報告（二）」『校友会会報』4 号、1935 年 2 月、32－39 頁。 
52
 田辺孝次「朝鮮古美術行脚記」『校友会月報』28 巻 3 号、1929 年 7 月、6－11 頁。 
53
 香取秀真「朝鮮支那旅行談」『校友会月報』28 巻 3 号、1929 年 7 月、5 頁。 
54
 東京芸術大学百年史刊行委員会編『東京芸術大学百年史 東京美術学校篇 第 3 巻』ぎょ
うせい、1987 年、95 頁。 
55






                                                                                                                                                     
2009 年。江川佳秀「旧関東州における展覧会制度」『豊田市美術館紀要』3 号、2010 年、33
－53 頁。 
  脱稿後、児島薫「朝鮮美術展覧会、台湾美術展覧会の「内地」からの審査員について」（『東






 荒木十畝「台湾風物ところどころ」『塔影』11 巻 12 号、1935 年 12 月、4 頁。 
58
 伊原宇三郎「台湾旅日記」『美之国』13 巻 3 号、1937 年 3 月、14－16 頁。 
59





 田辺至「滞鮮日記」『美術新論』3 巻 7 号、1928 年 7 月、74－78 頁、《開城風景》、頁付け
なし。 
62
 田辺至「朝鮮」『美術新論』6 巻 7 号、1931 年 7 月、120－122 頁。 
63
 池上秀畝「朝鮮金剛山」、齋田元次郎編『旅：絵と随筆』塔影社、1932 年、25 頁。 
64
 「池上秀畝氏三名山展」『美之国』7 巻 8 号、1931 年 8 月、92 頁、三は誤植。《金剛山》
に関する作品は同号口絵に 2 点、『旅：絵と随筆』前掲書に 3 点、また資生堂企業文化部編
『資生堂ギャラリー七十五年史：一九一九～一九九四』資生堂、1995 年、114 頁を参照。 
65
 満谷国四郎「朝鮮」『美術新論』8 巻 8 号、1933 年 8 月、42 頁。児玉希望「朝鮮を旅して」
『美之国』12 巻 7 号、1936 年 7 月、44－46 頁。 
66
 川崎小虎「新満洲国瞥見」『旅：絵と随筆』前掲書、87 頁、満洲作品 1 点。 
67
 速水御舟「慶州石窟庵を見るの記」『美之国』9 巻 7 号、1933 年 7 月、32－34 頁。 
68
 正木直彦「東洋考古学研究の急務」『しきしま』1 巻 4 号、1911 年、1－2 頁。 
69
 正木直彦「南支那旅行談」『校友会月報』23 巻 8 号、1925 年 3 月、1－4 頁。 
70





                                                                                                                                                     
研究』383 号、2004 年 8 月、1－33 頁。 
72
 正木直彦「十三松堂先生閑話録 （十七） 外交官補として海外に派遣せられんとする人々













































  吾は帝展を観て、紅紫とり〴〵濃き競姸の中より、 
  東西山水画の二秀幅を詩に綴る「南船北馬」と「鯉」（中略） 
  支那大陸へ燕と立て、雁と還りきて筆を揮ひ、 
  此「南船北馬」の題名や、めまぐるしき現代人に佳なり。 
  支那山水画家として故広業、大観、関雪あるも、 




設立して機関誌『南画鑑賞』の発行などを以って南画の振興に努めた。1921 年 4 月に翠雲
は朝鮮、中国を旅行し、朝鮮では金剛山に登り、満洲を経て、北京に入った。さらに南に





















































































































































































































































































この旅によって北海は《中国旅行スケッチ帖》、画冊『支那百景』、1910 年第 4 回文展の
出品作《蜀道七盤関真景》などを制作した。その中に水路に沿って描かれた作品が数多く

































































































































































































































































































 再興日本美術院同人の前田青邨（1885－1977）は、1915年朝鮮を、1919年と 1943年中 





















































日中美術交流の公の場となることを見逃してはいけない。例えば、小室翠雲は 1922 年第 2



















































































































  石仏寺古蹟皆為中国重要名勝、日本軍為保存支那之重地起見、特加保護、倘有損毀者、 
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1917 年 5 月、丸山晚霞と河合新蔵（1867－1936）は朝鮮に渡り、金剛山に二ヶ月間滞在し
た。7 月、二人は『京城日報』に素描と寄稿「夏の金剛山」を寄せており、同月 17 日と 18
日に京城商業会議所で水彩画展覧会を開催した24。帰国後、同年 12 月晩霞は日本橋白木屋































































































































































































































金剛山を巡った丸山晩霞は 1931 年と 1934 年台湾に赴き、山岳絵画を制作し、展覧会と



















1934 年の登山旅行において、丸山は 3 月 3 日に高千穂丸で台湾に来訪し、台湾東部の花
蓮タロコ峡、西部の台南と嘉義、中部の日月潭を巡り、花蓮、台南、台中にて展覧会を開











1973）は、同年 3 月の末から 4 月にかけて神戸商大山岳部一行とともに台湾に来て、次高
山、南湖大山などに登った55。足立はまた阿里山にも登り、5 月 9－11 日台北朝日寮で山岳







































10 月の半月間だけ滞在している。阿里山へ赴き新高山を描いたのは 1934 年のことであった
61。その新高山取材は 10 月 21 日台展の審査が終わった後、23 日の夜行列車で台北から嘉義
を経由して、翌日の午後阿里山に着き、25 日から山を登って新高山を眺望し写生した。そ
して 28 日に台南へ赴いたので三日間だけの旅であった。 
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二人だが、1913 年日本の紀元節の 2 月 11 日に二人とも欧遊の途中にあり、当時パリ在住美





























































































川島が初めて台湾に渡ったのは 1927 年 11 月末であり、台北医院医長倉岡彦助の招きで二
週間ほど滞在した13。12 月 2－4 日に台北の総督府博物館で個展を開き、8 日に東京に帰っ
たが14、翌 1928 年には再度訪れている。さらに、1932 年 9 月 16－18 日には台湾日日新報社
の講堂で、1933 年の 3 月 17－19 日には朝日小会館で、それぞれ個展が開催されている15。 


















































































































































 1932 年の満洲国建国以来、日本人画家はより頻繁に満洲地方を訪れた。川島は 1934 年 5





























































れた。1939 年第 3 回新文展の出品作《施米》は、《万字廊》と対照的な作品となっている。
その意図について川島はこう説明する。 
 


































































認められよう。    







郎に宛てた 1938 年 5 月 14 日の封書には、川島の手紙と、徳寿宮美術館委員会から川島へ


























以上、川島理一郎が 1920 年代－30 年代に台湾、朝鮮、中国を旅行した活動について考察
を加えた。この時期には彼の旅行と創作活動に関する記事、時評などをまとめた『旅人の






































第二節  日本画家小杉放庵の旅行と「東洋趣味」 
 






























































ば 1916 年に平福百穂、1918 年に石井柏亭がすでに取材していた。前述したように放庵の金
剛山旅行は、洋画家川島理一郎とともに国立公園協会に依頼されて行われた。彼は 1932 年
6 月金剛山に赴き、長安寺、普徳窟などの名所を巡って、予定通り 25 号の油絵を描きに、

































































































































解衣社結成の機運が醸成された。同月 14 日の『日記』に経緯が記されている。 
 
夕方より都川にて銭瘦鉄君の為に祖道の宴 石林（石井林響）、森恒（森田恒友）、外
狩（素心庵）君等 日支南画展の名を 橋本（関雪）君の解衣社と名づく 外狩君を
マネージヤーとなす 小川（芋銭）君を加入することなど一決す  
 
こうして結社が成立した後、はやくも同 1926 年 4 月 25 日、解衣社展を開催するため中国
側の出品作が先ず上海で陳列された。同年 6 月解衣社展の開催直前に、銭が石井林響の品
川の住居に滞在した。放庵は 7 月 6 日に石井宅を訪れ、「鉄君の近作を写し、近代支那南画












がある。（表 9）に示すように、彼は 1926 年 5 月 10 日すでに石井林響の品川の宅で解衣社











違反などにより 3 年の懲役刑に服役して、1941 年に帰国したが、戦後になって放庵に送っ
た近況報告の書簡が現存する（図 4－30）。銭はこう記している。 
 
 放庵兄如面 弟近來遊三峽 経秦嶺來長安 訪古迹甚樂 賤驅頑健 對於水墨畫略有心得 
人書俱老 漸入佳境 遙念我兄 特此上書 敬祝康健 弟瘦鐵頓首 丁酉六月 









年まで日華（中日）絵画聯合展覧会が北京、東京などで 5 回開催されたが、銭は第 2 回か































これに関連して注目すべき事実は、1922 年 2 月放庵が東京美術学校で大村西崖が将来し
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表 1 1936 年伊原宇三郎の台湾旅行 
日程 活動 
9 月 29 日 東京発。 
30 日 神戸出帆。 
10 月 1 日 門司発。 
3 日 台湾基隆着 
4 日 台北近郊、淡水に写生を行なう。夜行列車で台南に向かう。 
5 日 台南市内写生。 
6 日 孔子廟、開山神社に写生。 
8 日 烏山頭、虎頭碑に写生。台南発。 
9 日 高雄、屏東に行く。翌日嘉義着。 
11 日 阿里山に登る。 
13 日 嘉義市内写生。夜行列車で台北に帰る。 
15 日 結城素明、梅原龍三郎などとともに台湾神社参拝。 
16 日 台展鑑別。 
18 日、19 日 梅原龍三郎とともに美人を写生。 
20 日 審査を行なう。 
21 日 「美術鑑賞について」を放送。 






表 2 1910 年－1944 年官展における東アジアを題材とした「水路風景画」一覧 
 画家 作品 年 出品官展 
1 寺崎広業 長江の朝 1910 第 4 回文展日本画 
2 寺崎広業 夏の一日 1910 第 4 回文展日本画 
3 橫山大観 楚水の巻 1910 第 4 回文展日本画 
4 松村梅叟 那霸の橋畔 1910 第 4 回文展日本画 
5 寺崎広業 支那風景 1911 第 5 回文展日本画 
6 内海吉堂 船過孟浪梯図 1912 第 6 回文展日本画 
7 冨田溪仙 鵜船 1912 第 6 回文展日本画 
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8 橋本関雪 南国 1914 第 8 回文展日本画 
9 岡田雪窓 琉球所見 1914 第 8 回文展日本画 
10 平井楳仙 遼河の夏 1914 第 8 回文展日本画 
11 千種掃雲 浮碧樓臺の秋 1914 第 8 回文展日本画 
12 橋本関雪 峽江の六月 1915 第 9 回文展日本画 
13 岡田雪窓 麻浦の秋 1915 第 9 回文展日本画 
14 岡田雪窓 春の大同江 1915 第 9 回文展日本画 
15 岡田雪窓 蘇州の夏 1917 第 11 回文展日本画 
16 石川寅治 驟雨の徵 1917 第 11 回文展西洋画 
17 中川八郎 大同江畔 1917 第 11 回文展西洋画 
18 井口華秋 呂宋島三題 1918 第 12 回文展日本画 
19 岡田雪窓 湖畔の朝靄、港頭の夕陽 1918 第 12 回文展日本画 
20 田南岳璋 揚子江の朝 1918 第 12 回文展日本画 
21 高倉観崖 浙江所見 1918 第 12 回文展日本画 
22 林文塘 蘇州二題 1918 第 12 回文展日本画 
23 石川寅治 午後の凪 1918 第 12 回文展西洋画 
24 石田楳窗 水国の暮 1919 第 1 回帝展日本画 
25 橋本関雪 遊踪四題 1919 第 1 回帝展日本画 
26 今中素友 鴨綠江 1920 第 2 回帝展日本画 
27 竹内栖鳳 薰風行吟、槐下博戲 1920 第 2 回帝展日本画 
28 中島春鷗 大同江のほとり 1920 第 2 回帝展日本画 
29 小室翠雲 南船北馬 1921 第 3 回帝展日本画 
30 古城江観 筏二題 1921 第 3 回帝展日本画 
31 竹内四朗 蘇州風景 1921 第 3 回帝展日本画 
32 山ノ内信一 金山寺 1921 第 3 回帝展日本画 
33 楳崎洙雀 嘉興の暮雨 1922 第 4 回帝展日本画 
34 小柴春泉 吳楚所見 1922 第 4 回帝展日本画 
35 小室翠雲 海寧観潮 1922 第 4 回帝展日本画 
36 長井大有 北滿の夏 1922 第 4 回帝展日本画 
37 橋本関雪 聖地の旅 1922 第 4 回帝展日本画 
38 石川寅治 高雄港 1922 第 4 回帝展西洋画 
39 勝谷木僊 柳汀 蘇州郊外 1924 第 5 回帝展日本画 
40 柚木久太 湖上蒼涼 1924 第 5 回帝展西洋画 
41 白倉二峰 錢塘江 早發 1925 第 6 回帝展日本画 
42 石川寅治 南国の船 1925 第 6 回帝展西洋画 
43 木村杏園 杭州風景 1926 第 7 回帝展日本画 
44 白倉二峰 窈池閑、楊柳村 1926 第 7 回帝展日本画 
45 水田竹圃 三峽 1926 第 7 回帝展日本画 
46 竹内栖鳳 南清風物 1926 第 7 回帝展日本画 
47 楢原益太 廈門 1926 第 7 回帝展西洋画 
48 柚木久太 粉壁 1926 第 7 回帝展西洋画 
49 柚木久太 春江漁歸 1926 第 7 回帝展西洋画 
50 瀨野覺藏 ジャンク 1927 第 8 回帝展西洋画 
51 中村春楊 吳淞見ゆ 1928 第 9 回帝展日本画 
52 結城素明 白河渡頭 1928 第 9 回帝展日本画 
53 遠山清 青島海岸通り 1928 第 9 回帝展西洋画 
169 
 
54 楢原益太 南国風景 1928 第 9 回帝展西洋画 
55 前川千帆 朝鮮三日浦（版画） 1928 第 9 回帝展西洋画 
56 野添平米 西湖真景 1929 第 10 回帝展日本画 
57 山内多門 長江大観 1929 第 10 回帝展日本画 
58 山ノ内信一 水郷 1929 第 10 回帝展日本画 
59 陳澄波 早春 1929 第 10 回帝展西洋画 
60 奧本青雲 錢塘春晴 1930 第 11 回帝展日本画 
61 飛田周山 澹雲籠月 1930 第 11 回帝展日本画 
62 村上蘭田 靈巖禪寺 1930 第 11 回帝展日本画 
63 楢原益太 蘇州滄浪亭 1930 第 11 回帝展西洋画 
64 勝谷木僊 清風掠地 西湖風景 1931 第 12 回帝展日本画 
65 村上蘭田 京口春留 1931 第 12 回帝展日本画 
66 水田硯山 桐江新翠 1932 第 13 回帝展日本画 
67 石川寅治 驟雨一過 1934 第 15 回帝展西洋画 
68 陳澄波 西湖春色 1934 第 15 回帝展西洋画 
69 天野大虹 蘇州城外 1936 昭和 11 年文展招待展日本画 
70 江藤純平 蘇州風景 1938 第 2 回新文展西洋画 
71 楢原益太 春 1938 第 2 回新文展西洋画 
72 森協忠 南支警備 1938 第 2 回新文展西洋画 
73 山崎省三 ジャンクのゐる風景 1938 第 2 回新文展西洋画 
74 森月城 台湾風景 1939 第 3 回新文展日本画 
75 矢野鉄山 包頭龍泉寺畔の大黄河 1939 第 3 回新文展日本画 
76 石川寅治 長江溯帆  鎮江 1939 第 3 回新文展西洋画 
77 大淵武夫 北京の春 1939 第 3 回新文展西洋画 
78 笹鹿彪 港 1939 第 3 回新文展西洋画 
79 楢原益太 雨情 1939 第 3 回新文展西洋画 
80 三宅凰白 樂土 1940 紀元二千六百年奉祝展日本画 
81 大野隆德 南京玄武湖の初秋 1940 紀元二千六百年奉祝展西洋画 
82 大淵武夫 北京 1940 紀元二千六百年奉祝展西洋画 
83 大平敬次郎 大邱郊外 1940 紀元二千六百年奉祝展西洋画 
84 川端彌之助 琉球ヤンバル船 1940 紀元二千六百年奉祝展西洋画 
85 武藤完一 蘇州風景（銅版） 1940 紀元二千六百年奉祝展西洋画 
86 森脇忠 鼓浪嶼遠望 1940 紀元二千六百年奉祝展西洋画 
87 井上和雄 南京埠頭 1941 第 4 回新文展日本画 
88 安田半圃 杪秋 1941 第 4 回新文展日本画 
89 川端彌之助 琉球 1941 第 4 回新文展西洋画 
90 樋口一郎 水砧 1941 第 4 回新文展西洋画 
91 新道繁 西湖雪 1942 第 5 回新文展西洋画 
92 近藤吾朗 上海黄浦江 1943 第 6 回新文展西洋画 
93 三宅克己 蘇州城（水彩） 1943 第 6 回新文展西洋画 
94 武藤完一 江南風景（エッチング） 1943 第 6 回新文展西洋画 
95 小寺建吉 杭州西湖 1944 戰時特別展西洋画 





表 3 日本国内で出品、発表された作品、及び現存する金剛山図（1945 以前） 
 
画家 作品 年 出品展覧会・典拠 
1 早川百壺 毘盧峰上の大観 1914 『朝鮮金剛山大観』（1914 年） 
2 早川百壺 金剛山の雪景 1914 『朝鮮金剛山大観』（1914 年） 
3 早川百壺 金剛山の秋色 1914 『朝鮮金剛山大観』（1914 年） 
4 早川百壺 海金剛山の海色 1914 『朝鮮金剛山大観』（1914 年） 
5 平福百穗 金剛山探勝（金属凸版） 1916 国立国会図書館 
6 平福百穗 彩霞峰（朝鮮） 1917 『百穗画集』（1918 年 ） 
7 丸山晩霞 金剛山奥万物相（水彩） 1917 『みずゑ』151 号 
8 丸山晩霞 九龍淵 1917 『みずゑ』151 号 
9 丸山晩霞 新万物相 1917 『みずゑ』151 号 
10 丸山晩霞 金剛山万物相 1917 『水彩画家丸山晩霞』 
11 丸山晩霞 金剛万物相の夕日 1918 第 15 回太平洋画会展 
12 丸山晩霞 金剛山の奇岩 1918 頃 『山岳画講義』 
13 丸山晩霞 朝鮮金剛山真景絵図 1923 国立国会図書館 
14 高島北海 朝鮮金剛山四題 1917 第11回文展日本画部『日展史』 
15 高島北海 朝鮮金剛山真景図 1917 『沒後 80 年 高島北海展』 
16 高島北海 朝鮮金剛山萬物相図 1919 『沒後 80 年 高島北海展』 
17 高島北海 朝鮮金剛山真景 1920 『沒後 80 年 高島北海展』 
18 石井柏亭 金剛山中 1918 『石井柏亭集 』下 
19 石井柏亭 金剛山麓  1918 日本風景版画第八集朝鮮之部 
20 石井柏亭 金剛山萬物相  1918 日本風景版画第八集朝鮮之部 
21 石井柏亭 正陽寺眺望 1930 『石井柏亭集 』下 
22 石井柏亭 金剛山 1931 『石井柏亭集 』下 
23 高木背水 金剛山スケッチ 1918 第 6 回光風会展 
24 高木背水 金剛山萬物相 1919 第 16 回太平洋画会展 
25 安藤滋 朝鮮金剛山庫底の夕 1919 第 16 回太平洋画会展 
26 安藤滋 朝鮮冬の万物相 1919 第 16 回太平洋画会展 
27 安藤滋 朝鮮温井里の夕 1919 第 16 回太平洋画会展 
28 安藤滋 朝鮮神漢寺の夕 1919 第 16 回太平洋画会展 
29 安藤滋 朝鮮觀音寺の雪 1919 第 16 回太平洋画会展 
30 山内多門 金剛五題 1920 第 2 回帝展日本画部『日展史』 
31 山内多門 金剛万瀑洞 1920 第 4 回若葉会展 
32 山内多門 金剛赤壁江 1920 『山内多門生誕 130 年展』 
33 山内多門 金剛九成洞 1921 第 3 回帝展日本画部『日展史』 
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34 山内多門 金剛山（額装） 1921 『山内多門生誕 130 年展』 
35 山内多門 金剛山（軸） 1921 『山内多門生誕 130 年展』 
36 山内多門 金剛山深溪 1921 『山内多門生誕 130 年展』 
37 山内多門 金剛山真珠潭 1921 『山内多門生誕 130 年展』 
38 山内多門 万瀑洞‧九龍淵‧九成洞 1921 『山内多門生誕 130 年展』 
39 山内多門 朝鮮楓嶽新金剛 1921 『山内多門生誕 130 年展』 
40 山内多門 金剛山‧太公望‧金剛山 1922 『山内多門生誕 130 年展』 
41 山内多門 金剛連峰 1927 『山内多門生誕 130 年展』 
42 木村荘八 金剛山寒霞溪 1920 第 8 回草土社展 
43 木村荘八 金剛山万物相 1920 第 8 回草土社展 
44 木村荘八 海金剛にて展望 1920 第 8 回草土社展 
45 木村荘八 玉流洞にて 1920 第 8 回草土社展 
46 木村荘八 金剛山寒霞亭 （水彩） 1920 
再興第 7 回日本美術院展覧会
『日本美術院百年史』 
47 木村荘八 正陽寺望楼より（水彩） 1920 
再興第 7 回日本美術院展覧会
『日本美術院百年史』 
48 都路華香 金剛門 1921 
金剛探勝画会『都路華香展』
（2006 年）（49－59 と同じ） 
49 都路華香 霊源庵図 1921 金剛探勝画会 
50 都路華香 長安寺図 1921 金剛探勝画会 
51 都路華香 塔巨里 1921 金剛探勝画会 
52 都路華香 萬相亭 1921 金剛探勝画会 
53 都路華香 玉流洞 1921 金剛探勝画会 
54 都路華香 表訓寺 1921 金剛探勝画会 
55 都路華香 普德窟 1921 金剛探勝画会 
56 都路華香 海金剛 1921 金剛探勝画会 
57 都路華香 妙吉祥 1921 金剛探勝画会 
58 都路華香 摩訶衍 1921 金剛探勝画会 
59 都路華香 溫井里 1921 金剛探勝画会 
60 小室翠雲 海金剛 1922 『南船北馬冊』 
61 小室翠雲 金剛山 1922 『南船北馬冊』 
62 福田眉仙 海金剛山 1922 『福田眉仙展』（1992 年） 
63 福田眉仙 金剛秋色 1942 『福田眉仙展』（1992 年） 
64 前川千帆 朝鮮三日浦（版畫） 1928 第 9 回帝展西洋画部『日展史』 
65 川島理一郎 海金剛の朝 1930 『川島理一郎画集』 
66 川島理一郎 海金剛の夕 1930 『川島理一郎画集』 
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67 川島理一郎 金剛山正陽寺 1931 『川島理一郎画集』 
68 川島理一郎 海金剛 1930 足利市立美術館蔵 
69 川島理一郎 金剛山の秋 1932 国立公園洋画展覧会 
70 野添平米 外金剛万瀑洞 1930 第11回帝展日本画部『日展史』 
71 南素行 金剛三日浦全浦 1930 二科会アンデパンダン展覧会 
72 南素行 内金剛万瀑洞 1930 二科会アンデパンダン展覧会 
73 池上秀畝 金剛山（万物相） 1931 『塔影』7 巻 7 号 
74 池上秀畝 金剛山二作 1931 『美之国』7 巻 8 号 
75 池上秀畝 朝鮮金剛山三題 1932 『旅：絵と随筆』 
76 小杉放庵 金剛山万瀑洞 1932 国立公園洋画展覧会絵葉書 
77 小野竹喬 立獅子峽（金剛山） 1932 『塔影』8 巻 1 号 
78 富田温一郎 金剛山 1932 白日会展 
79 富田温一郎 金剛山風景（鉛筆淡彩） 1932 第 19 回日本水彩画会 
80 大橋孝吉 金剛山船譚 （水彩） 1933 第 8 回国画会展 
81 大橋孝吉 金剛山風景 1933 第 8 回国画会展 
82 山田義雄 海金剛 1934 『塔影』10 巻 6 号 
83 山本紅雲 外金剛の秋 1934 第15回帝展日本画部『日展史』 




1935 第 14 回日本南画院展 
86 野原鳥聖 峽谷の初夏 朝鮮金剛山 1936 
改組第 1 回帝展日本画 
『日展史』 
87 加藤敏子 海金剛の朝 1936 第 23 回二科会展 
88 川村曼舟 金剛万物相 1936 『塔影』12 巻 9 号 
89 平塚運一 内金剛長安寺 （版画） 1937 第 12 回国画会展 
90 平塚運一 内金剛山 （版画） 1937 第 12 回国画会展 
91 春日部たくす 海金剛附近 1937 第 24 回日本水彩画会展 
92 松本弘二 思ひ出海金剛 1938 第 25 回二科会展 
93 川瀨巴水 朝鮮八景（版画） 1939 『川瀬巴水』（2007 年） 
94 川瀨巴水 続朝鮮風景（版画） 1940 『川瀬巴水』（2007 年） 
95 川端龍子 一万兩千峰 1940 
第 10 回個展『美之国』17 巻 
1 号（96－99 と同じ） 
96 川端龍子 海金剛 1940 第 10 回個展 
97 川端龍子 真珠潭 1940 第 10 回個展 
98 川端龍子 金剛紫峰 1940 第 10 回個展 
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99 川端龍子 九龍淵 1940 第 10 回個展 
100 中澤弘光 朝鮮金剛山スケッチ二点 1941 第 28 回日本水彩画会展 
101 田中咄哉 金剛山中 1941 『塔影』17 巻 6 号 
102 本間國生 金剛山普德窟 1941 『塔影』17 巻 6 号 
103 栗原信 金剛山の秋 1941 第 28 回二科会展 
104 山形駒太郎 金剛山長安寺 1942 第 29 回光風会展 






表 4 1932 年国立公園洋画展覧会出品一覧 
（10 月 7－11 日 に東京三越、10 月 31 日－11 月 3 日に大阪三越、11 月 10－14 日に香川県
高松市で開催） 
 取材地 出品画家 
1 阿寒国立公園候補地       小林萬吾、辻永 
2 十和田国立公園候補地      柚木久太、大野隆徳、安井曾太郎 
3 日光国立公園候補地      石井柏亭、田辺至、森田恒友 
4 富士国立公園候補地     正宗得三郎、牧野虎雄、南薫造 
5 日本アルプス国立公園候補地  山本鼎、山下新太郎、吉田博、中澤弘光 
6 瀬戸内海国立公園候補地     藤島武二、満谷国四郎、梅原龍三郎 
7 阿蘇国立公園候補地       石川寅治、岡田三郎助  
8 霧島国立公園候補地       丸山晩霞、有島生馬 
9 金剛山国立公園候補地（朝鮮）  小杉未醒、川島理一郎 
10 新高及阿里山国立公園候補地（台湾） 和田三造 
11 太魯閣峡国立公園候補地（台湾）  小澤秋成 











表 5 日本国内で出品された新高山（阿里山）図（1945 以前） 
 画家 作品 年 出品展覧会 
1 丸山晩霞 台湾阿里山より見た中央山脈 1932 第 28 回太平洋画会展 
2 藤島武二 旭光（新高山） 1935頃  
3 藤島武二 新高山の日の出 1939 1939 年個展『日本美術年鑑』 
4 高橋虎之助 阿里山の雲海 1935 第 31 回太平洋画会展 
5 高橋虎之助 新高山の曙 1935 第 31 回太平洋画会展 
6 高橋虎之助 阿里山の雲海 1936 第 32 回太平洋画会 
7 足立源一郎 春の新高南山 1937 第 15 回春陽会展 
8 足立源一郎 奇莱主連峰 1937 第 15 回春陽会展 
9 足立源一郎 新高山主峰 1937 第 15 回春陽会展 
10 足立源一郎 南湖大山の朝 1937 第 15 回春陽会展 
11 足立源一郎 大覇尖山 1937 第 15 回春陽会展 
12 足立源一郎 新高山 1937 第 15 回春陽会展 
13 足立源一郎 次高山の北端 1937 第 15 回春陽会展 
14 足立源一郎 春の新高山 1938 第 16 回春陽会展 
15 桑重儀右衛門 阿里山の古木 1938 第 34 回太平洋画会展 
16 蒲地薰 新高へ行く道 1940 第 10回独立美術協会記念展 




表 6 1933 年の趣味同人会洋画展覧会で川島理一郎の出品作と出品者 
 題名 出品者 
1 ニースの祭日 専売局 
2 想思樹 倉岡彦助 
3 仏チュイレリーの夏 
4 初夏 第北植物園 
5 べこにや 
6 台北水源地小景 
7 宮殿の中庭 本名文任 
8 公園 
9 スペインの夏 藤江醇三郎 
10 風景 尾崎秀真 
典拠：『趣味の台湾』1933 年 12 月 1 日、16 頁。 
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表 7 川島理一郎の李王家徳寿宮陳列記録 
回数 題名 所蔵 年 
1 巴里コンコルド広場の噴水 作者 1933 
2 巨木 李王家 1935 
3 熱河風景 茨城 初見清次郎 1936 
4 熱河殊像寺本尊 作者 1937 
5 瀑布 作者 1939 
6 洋蘭 文部省 1940 
7 聽鴻楼 作者 1941 




泰国バンコック ワツトポー寺院廻廊 福井 大和田保太郎 






表 8 1917－1940 年小杉放庵の満鮮、中国旅行 
日程 活動 
1917 年 1 月 19 日－29 日 朝鮮旅行。 
1917 年 4 月 1日－5 月 11日 中国旅行。揚子江に沿って旅行し、北京、京城を経由して帰
国する。 




1924年 4月 24日－6月 3日 中国旅行。上海、蘇杭に赴く。 
1926 年 6 月 1 日－17 日 朝鮮旅行。慶州に赴く。 
1930 年 5 月 11 日－6 月 16
日 
満洲旅行。 
1932 年 6 月 15 日－26 日 朝鮮金剛山旅行。 
1935 年 10 月 5 日－13 日 朝鮮旅行。京城で個展を開催する。 
1936 年 9 月 満洲旅行。 






表 9 1926－1929 年放庵と銭痩鉄、解衣社画家などの交流 
日程 活動 典拠 
1926年 2 月 3 日 「夜銭痩鉄子来宅」 『日記』 
2 月 5 日 「午后銭痩鉄子来談 彼れよき支那青年なり」 『日記』 
2 月 7 日 「夕方品川に石井林響君を銭君に伴はれて訪ふ」 『日記』 
2 月 9 日 「銭痩鉄 上海天馬会の連中を伴ひ来る」 『日記』 
江蘇省特派考察日本芸術教育専員王済遠、滕固な
どが 8 日に東京に着き、9 日に石井柏亭、放庵を
訪れる。 
『申報』1926 年 2
月 23 日 10 面 





2 月 15 日 江蘇省専員ら、正木直彦、藤島武二、石井柏亭、
放庵などが外務省招宴に出席する。 
『申報』1926 年 2
月 23 日 10 面 
4 月 25 日 解衣社展中国側が出品する古画は上海北四州路
新公園西首六山花園で陳列される。 
『申報』1926 年 4
月 24 日増刊 1 面 
5 月 8 日 「夜銭君来訪」 『日記』 




7 月 1 日 「午后解衣展の制作」 『日記』 
7 月 2 日 「解衣展の為に尺三に江村秋意を作る」 『日記』 
7 月 6 日 「石井宅訪問（中略）鉄君の近作を写し 近代支
那南画について鉄君の小記を求め」 
『日記』 
7 月 11 日 「十一時すぎ松屋の解衣社初日に参会す 痩鉄
子に会ふ」 
『日記』 




巻 7 号 




9 月 1 日 「夕方松坂屋 銭君箇展に行き」 『日記』 
10 月 14 日 「朝蘭径銭崖来宅」 『日記』 
10 月 18 日 「夜王済遠君の招宴」 『日記』 
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10 月 27日 「夜王済遠を東京駅に送る」 『日記』 
 
 
表 10 1917 年－1930 年代放庵の中国絵画鑑賞記録 







術』3 巻 7 号 































1924 年 5 月 20 日 上海で「董其昌の九百余字の帖」と「呉
昌碩の十年前の蓮」を見る。 
『日記』 












『アトリヱ』1 巻 9 号 






5 月 31 日 上海で某支那人の家に行って「画百数十
幅を見せられて」と述べる。 
『日記』 


















『アトリヱ』3 巻 1 号 
1926 年 5 月 24 日 「美術学校へ元画見に行く 黄鶴山樵
（王蒙）の一点殊によろし」 
『日記』 







『アトリヱ』3 巻 11 号 
1928 年 11 月 28 日 「上野に唐宋元明の展覧会を見る」 『日記』 






































図 1－1 冨田溪仙《騎馬人物圖》       図 1－2 冨田溪仙《飲中八仙》、紙本墨画 










































































































































































































図 1－17 金森南耕《玉臺花》1913 年、   図 1－18 台湾芸者写真 



















































































































































































































































          
図 2－1 小室翠雲《南船北馬》1921 年、    図 2－2 小室翠雲《金山寺宝塔》、 
第 3 回帝展出品作                 1922 年 
 



























































図 2－6 橋本関雪《南国》（部分）1914 年、絹本着色、六曲一双、各 208.3x373.8cm、 




























































































































































































図 2－17 横山大観《楚水の巻》（部分）1910 年、紙本墨画 巻子、57.1x1429.5cm、 
山種美術館 
 



























































































図 2－24 前田青邨《燕山之巻》（部分）1919 年、絹本着色 巻子、45.4x1181.1cm、 














































































































































図 3－4 山内多門《仙巌返照（外金剛万物相）》（金剛五題の一）1920 年、絹本墨画濃彩、















































































































































































































































































































































図 3－27 川端龍子、「大陸策」連作の三《香爐峰》（部分）1939 年、紙本著色、242.0 x 726.0cm、



























図 4－2 川島理一郎《台湾歌妓》（其の一）1933 年、油彩 









































































図 4－6 川島理一郎「金剛山正陽寺」       図 4－7 川島理一郎「朝鮮の子守」 



















































































































































































































































































































































































































































































































































































図 1－1 冨田溪仙《騎馬人物圖》1909 年頃、紙本墨画 
（林錫慶編『東寧墨跡』東寧墨跡編纂会、1933 年） 
図 1－2 冨田溪仙《飲中八仙》、紙本墨画 
（冨田裕子編《渓仙遺墨集》芸艸堂、1937 年） 
図 1－3 楢原益太《厦門》1926 年、油彩 
（日展史編纂委員会編集『日展史 7 帝展編二』日展、1982 年） 
図 1－4 楢原益太《蘇州の春》1929 年、油彩、京都大学人文科学研究所 
（顔娟英氏写真提供） 
図 1－5 楢原益太《南国風景》1928 年、油彩 
（日展史編纂委員会編集『日展史 8 帝展編三』日展、1982 年） 
図 1－6 楢原益太「台南画信」1920 年 
（『台湾日日新報』1920 年 4 月 16 日 4 面） 
図 1－7 橋本関雪《小孤山》1938 年、紙本墨画 
（橋本関雪『支那山水随縁 絵と文』文友堂書店、1940 年） 




図 1－9 川島理一郎「蛋民船の日支親善」1939 年 
（川島理一郎『北支と南支の貌』龍星閣、1940 年） 
図 1－10 石川寅治《高雄港》1922 年、油彩 
（日展史編纂委員会編集『日展史 6 帝展編一』日展、1982 年） 
図 1－11 石川寅治と《高雄港》1922 年 
（『台湾日日新報』1922 年 9 月 4 日 5 面） 
図 1－12 石川寅治《南国の船》1925 年、油彩 
（日展史編纂委員会編集『日展史 7 帝展編二』日展、1982 年） 
図 1－13 石川欽一郎「福州小観」1926 年 
（『台湾日日新報』1926 年 2 月 7 日 1 面） 
図 1－14 石川欽一郎「北京の追懷」1926 年 
（『台湾日日新報』1926 年 4 月 13 日 1 面） 
図 1－15 石川欽一郎「新竹から竹東」1926 年 
（『台湾日日新報』1926 年 12 月 9 日 1 面） 
図 1－16 横山大観所持の二眼カメラレフカメラ「ローライコード」 




図 1－17 金森南耕《玉臺花》1913 年、絹本着色 
（文部省編纂『文部省第七回美術展覧会図録 日本画之部』審美書院、1913 年） 
図 1－18 台湾芸者写真 
（台湾日日新報社編『共進会紀念台湾写真帖』台湾日日新報社、1916 年） 
図 1－19 小早川秋聲《盲目の春》1925 年、絹本着色 
（日展史編纂委員会編集『日展史 7 帝展編二』日展、1982 年） 
図 1－20 一眼オートグラフレックス Auto Graflex（1910-23）   
（鈴木八郎『カメラ文化史』東京書房社、1974） 
図 1－21－1、2、3、4 橋本関雪の中国旅行における写真と作品の比較 
（豊田市美術館編集『近代の東アジアイメージ―日本近代美術はどうアジアを描いてきた
か』豊田市美術館、2009 年） 
図 1－22 竹内栖鳳《南支風色》1926 年 
（豊田市美術館編『近代の東アジアイメージ―日本近代美術はどうアジアを描いてきたか』
豊田市美術館、2009 年） 
図 1－23 鹿子木孟郎《河原氏の肖像》1909 年、第 3 回文展出品作 
（日展史編纂委員会編集『日展史 1 文展編一』日展、1980 年） 
図 1－24 東国雄《上海城外》写真、1932 年 
（東国雄「写真部記事」『校友会月報』31 巻 6 号、1932 年 12 月） 
図 1－25 小場恒吉手描きの江西古墳地図、1930 年 
（小場恒吉「再び江西古墳壁画摸写に就いて」『校友会月報』29 巻 8 号、1931 年 3 月） 
図 1－26 溝口三郎手描きの慶州地図 
（溝口三郎「朝鮮古美術巡り」『校友会月報』25 巻 4 号、1926 年 9 月） 
東京美術学校の教員と学生が撮影した慶州石窟庵の写真： 
図 1－27－1 正木直彦など、1927 年 
（正木直彦『十三松堂日記』2 巻、中央公論美術出版、1966） 
図 1－27－2 田辺孝次による写真、1929 年 
（田辺孝次「朝鮮古美術行脚記」『校友会月報』28 巻 3 号、1929 年 7 月） 
図 1－27－3 寺田春一による写真、1935 年 
（寺田春一「満鮮旅行報告（二）」『校友会会報』4 号、1935 年 2 月） 
図 1－28 池上秀畝《金剛山素描》 









図 2－1 小室翠雲《南船北馬》1921 年 
（日展史編纂委員会編集『日展史 6 帝展編一』日展、1982 年） 
図 2－2 小室翠雲《金山寺宝塔》1922 年 
（東村日出男編『南船北馬冊』帝国美術協会、1922 年） 
図 2－3 冨田溪仙《鵜船》1912 年、紙本墨画、212.5x81.7cm、京都国立近代美術館 
（福岡市美術館［ほか］編集『冨田溪仙展：生誕一三○年紀念』茨城県近代美術館、2009
年） 




図 2－5 冨田溪仙《潮州沖》、『支那山海経』1909 年、紙本墨画淡彩 
（冨田裕子編《渓仙遺墨集》芸艸堂、1937 年） 




図 2－7 橋本関雪《十六浦所見》1937 年 
（橋本関雪『支那山水随縁 絵と文』文友堂書店、1940 年） 
図 2－8 小杉放庵、満洲馬スケッチ 
（小杉放庵『草画随筆 満鮮と支那』交蘭社、1934 年） 
図 2－9 小杉放庵《胡馬》1931 年、紙本墨画、149.1x163.2cm、出光美術館 
(田中正史編集『開館 10 周年記念 小杉放菴記念日光美術館』印象社、2007 年) 
図 2－10 福田平八郎スケッチ《南船北馬》 
（『国画』2 巻 7 号、1942 年 7 月） 
図 2－11 玉舍春輝《南船北馬（蘇州、濟南）》1938 年 
（李王職『李王家美術館陳列日本美術品図録』第 5 輯、大塚巧芸社、1939 年） 
図 2－12 小室翠雲《八駿図》1929 年 
（青木茂監修『近代日本アート・カタログ・コレクション』、日本南画院、第 3 巻、東京文
化財研究所、2004 年） 
図 2－13 小室翠雲《九方皐》1941 年 
（文部省編纂『第四回文部省美術展覧会図録 第一部日本画』審美書院、1941 年） 




図 2－15 高島北海《第五景  黄州下游  北岸》1907 年 
（高島北海『支那百景』画報社、1907 年） 
図 2－16 杭州停車場における画家三人、1910 年 
（『美術之日本』2 巻 9 号、1910 年 9 月） 








図 2－19 宅野田夫「桃源行（一）」1921 年 
（『台湾日日新報』1921 年 2 月 8 日 4 面）  
図 2－20 小室翠雲《海寧観潮》1922 年、紙本墨画淡彩、120.0x240.0cm、山種美術館 
（中田宏明［ほか］編集『小室翠雲（1874－1945）展―館林に生まれ近代南画の大家に―』
群馬県立館林美術館、2010 年） 
図 2－21 小室翠雲《長江万里図》1926 年、紙本墨画、39.4x60.3cm、個人蔵 
（中田宏明［ほか］編集『小室翠雲（1874－1945）展―館林に生まれ近代南画の大家に―』
群馬県立館林美術館、2010 年） 
図 2－22 橋本関雪《船》（左）、《水郷残日》（右）、1924 年 
（橋本関雪『南画への道程』中央美術社、1924 年） 
図 2－23 寺崎広業《長城の夕》1910 年 
（日展史編纂委員会編集『日展史 2 文展編二』日展、1980 年） 
図 2－24 前田青邨《燕山之巻》（部分）1919 年、絹本着色 巻子、45.4x1181.1cm、東京国
立博物館 
（日本美術院百年史編纂室編『日本美術院百年史』4 巻、日本美術院、1994 年） 
図 2－25 荒木十畝《万里長城八達嶺にて》1924 年 
（『旅：絵と随筆』塔影社、1932 年） 
図 2－26 大同石窟（第二窟三階）の二人、1920 年 
（木下杢太郎、木村莊八『大同石仏寺』日本美術院、1922 年） 
図 2－27 前田青邨《大同石仏寺写生》1938 年 
（『国画』3 巻 11 号、1943 年 11 月） 
図 2－28 木下杢太郎、武英殿見学の覚え書、1920 年 







図 3－1 鄭敾《金剛山図》18 世紀、絹本水墨淡彩、28.1.x33.7cm、ソウル大学校博物館 
（『夢遊金剛 그림으로 보는 금강산 300 년』一民美術館、1999 年） 
図 3－2 平福百穗《彩霞峰（朝鮮）》1917 年 
（川上邦基編『百穗画集』光琳社、1918 年） 
図 3－3 高島北海《金剛山四題》（部分）1917 年 
（文部省編纂『文部省第十一回美術展覧会図録 日本画之部』審美書院、1917 年） 
図 3－4 山内多門《仙巌返照（外金剛万物相）》（金剛五題の一）1920 年、絹本墨画濃彩 
（安永幸一監修《山内多門：山内多門生誕 130 年展》都城市立美術館、2008） 
図 3－5 丸山晩霞《金剛山万物相》1917 年、水彩 
（小山周次編集『水彩画家丸山晩霞』日本水彩画会、1942 年。復刻版、一草社、2007 年） 
図 3－6 丸山晩霞、鳥瞰図《金剛山》の全面と一部、1923 年 
（全面：『夢遊金剛 그림으로 보는 금강산 300 년』一民美術館、1999 年 
一部：国立国会図書館東京本館地図室複写資料） 
図 3－7 小杉放庵《金剛山萬瀑洞》1932 年、油彩 
（国立公園洋画選絵葉書、1941 年） 
図 3－8 川島理一郎《金剛山の秋》1932 年、油彩 
（国立公園洋画選絵葉書、1941 年） 
図 3－9 川島理一郎《海金剛》1929 年、油彩、足利市立美術館 
（執筆者撮影） 
図 3－10 羅蕙錫《金剛山万相亭》1932 年、油彩 
（朝鮮総督府美術展覧会『第十一回朝鮮美術展覧会図録』朝鮮写真通信社、1932 年） 
図 3－11 石川欽一郎《南投の新高山》1932 年、水彩 
（石川欽一郎『山紫水明集』秋田洋画材料店、1932 年） 
図 3－12 台湾日日新報社三階で開催された丸山晩霞の個展、1934 年 5 月 
（『台湾日日新報』1934 年 5 月 12 日 2 面） 
図 3－13 丸山晩霞《児玉山より見たる新高山》1934 年、水彩 
（『新高阿里山』5 号、1935 年 8 月） 
図 3－14 足立源一郎《春の新高南山》1937 年、油彩 
（青木茂監修『近代日本アート・カタログ・コレクション』、春陽会画集・図録編、第 2 巻、
東京文化財研究所、2002 年） 
図 3－15 金森南耕《富士山》1916 年 
（『台湾日日新報』1916 年 5 月 20 日 7 面） 
図 3－16 金森南耕《新高山全景》1913 年 
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（『台湾日日新報』1913 年 3 月 29 日 7 面） 
図 3－17 和田三造《阿里山の暮色》1932 年 
（国立公園洋画選絵葉書、1941 年） 
図 3－18 小澤秋成《外太魯閣峡》1932 年 
（国立公園洋画選絵葉書、1941 年） 
図 3－19 藤島武二《旭光（新高山）》1935 年頃、油彩カンヴァス、36.2x44.1cm、ブリヂス
トン美術館 
（竹中郁、酒井忠康執筆『藤島武二』中央公論社、1979 年） 
図 3－20 藤島武二《五剣山の日の出》1932 年、油彩カンヴァス、51.5x71.0cm、石橋美術
館 
（竹中郁、酒井忠康執筆『藤島武二』中央公論社、1979 年） 
図 3－21 丸山晚霞《八ヶ岳》1909 年頃、水彩、67.0x101.0cm、長野県信濃美術館 
（林誠編集『丸山晩霞と日本の水彩画の流れ』長野県信濃美術館、1998 年） 
図 3－22 水田竹圃《泰山》1921 年 
（青木茂監修『近代日本アート・カタログ・コレクション』、日本南画院、第 1 巻、東京文
化財研究所、2004 年） 
図 3－23 橋本関雪《廬山天池石壁》1938 年、紙本墨画 
（橋本関雪『支那山水随縁 絵と文』文友堂書店、1940 年） 
図 3－24 福田眉仙《廬山》1939 年 
（『塔影』15 巻 3 号、1939 年 3 月） 
図 3－25 川端龍子、大陸策連作《朝陽來》1937 年 
（『青龍社第九回展覧会目録』青龍社、1937 年） 
図 3－26 川端龍子、大陸策連作《大同石窟》1938 年 
（『青龍社第十回展覧会目録』青龍社、1938 年） 
図 3－27 川端龍子、「大陸策」連作の三《香爐峰》1939 年、紙本著色、242.0 x 726.0cm、





図 4－1 パリ在住美術家の集合写真、1913 年 2 月 11 日 
（高階秀爾編集『画家が描いたヨーロッパ―19 世紀の憧れから 21 世紀の翔へ―』美術年鑑
社、2004 年） 
図 4－2 川島理一郎《台湾歌妓》（其の一）1933 年、油彩 
（川島理一郎『川島理一郎画集』アトリヱ社、1933 年） 
図 4－3 川島理一郎《台湾歌妓》（其の二）1933 年、油彩 
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（『美之国』9 巻 5 号、1933 年 5 月） 
図 4－4 川島理一郎《台湾歌妓》（其の三）1933 年、油彩 
（『美之国』9 巻 5 号、1933 年 5 月） 
図 4－5 川島理一郎《金剛山正陽寺》1931 年、油彩 
（川島理一郎『川島理一郎画集』アトリヱ社、1933 年） 
図 4－6 川島理一郎「金剛山正陽寺」 
（川島理一郎『旅人の眼』龍星閣、1936 年） 
図 4－7 川島理一郎「朝鮮の子守」 
（川島理一郎『緑の時代』龍星閣、1937 年） 
図 4－8 川島理一郎《朝鮮歌妓》（其の一）1929 年、油彩 
（川島理一郎『川島理一郎画集』アトリヱ社、1933 年）  
図 4－9 川島理一郎《朝鮮歌妓》（其の二）1929 年、油彩 
（『美之国』6 巻 3 号、1930 年 3 月） 
図 4－10 アンリ・マチス《午後三時の練習》1924 年 
（川島理一郎編『マチス画集』アトリヱ社、1933 年） 
図 4－11 川島理一郎《蘇州の城内》1924 年 
（杉村浩哉［ほか］編集『川島理一郎展』栃木県立美術館、2002 年） 
図 4－12 川島理一郎、承徳旅行の挿絵、1934 年 
（『みづゑ』355 号、1934 年 9 月） 
図 4－13 川島理一郎《承徳大観》1934 年、99.5х116cm、足利市立美術館 
（杉村浩哉［ほか］編集『川島理一郎展』栃木県立美術館、2002 年） 
図 4－14 川島理一郎《万字廊》1939 年、60х50cm、小杉放菴記念日光美術館 
（『川島理一郎画集』日動出版部、1973 年） 
図 4－15 川島理一郎《北京北海の白塔》1938 頃、48.5х59.5cm、個人蔵 
（杉村浩哉［ほか］編集『川島理一郎展』栃木県立美術館、2002 年） 
図 4－16 川島理一郎「北海公園戦勝祝勝日」1938 年 
（『文芸春秋』16 巻 12 号、1938 年 7 月） 
図 4－17 川島理一郎《施米》1939 年、73х91cm、栃木県立美術館蔵 
（杉村浩哉［ほか］編集『川島理一郎展』栃木県立美術館、2002 年） 
図 4－18 蛋民船内の川島理一郎、1939 年 
（川島理一郎『北支と南支の貌』龍星閣、1940 年） 
図 4－19 川島理一郎「大同石仏」1938 年 
（川島理一郎『北支と南支の貌』龍星閣、1940 年） 
図 4－20 徳寿宮美術館委員会依頼状（1938 年）の複写、足利市立美術館 
（執筆者撮影） 
図 4－21 小杉放庵「慶州の古美術」挿絵、1926 年 
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（『アトリヱ』3 巻 8 号、1926 年 8 月） 
図 4－22 京城日報社来青閣で開催された個展、1935 年 10 月 
（『京城日報』1935 年 10 月 7 日 2 面） 
図 4－23 小杉放庵《杭州西湖畔小景》1917 年、紙本墨画、23.6x35.8 cm、小杉放菴記念日
光美術館 
（田中正史、鈴木日和編集『小杉放菴記念日光美術館 所蔵作品撰』印象社、2002 年） 
図 4－24 小杉放庵《江南河北帖》その六、1918 年 
（小杉放庵『支那画観』アルス、1918 年） 
図 4－25 解衣社展会場に立てる銭痩鉄、1926 年 7 月 
（『アトリヱ』3 巻 8 号、1926 年 8 月） 
図 4－26 『解衣磅礴集』1926 年、国立国会図書館 
（国立国会図書館デジタル化資料） 
図 4－27 小杉放庵《江村秋意》1926 年、絹本淡彩、125.0x35.9cm、出光美術館 
（出光美術館編集『近代日本画ロマン 小杉放菴と大観―響きあう技とこころ』便利堂、
2009 年） 
図 4－28 伝李公麟筆《五馬図巻》その五、所在不明 
（陳熹年主編『中国美術全集』絵画編三、両宋絵画上、文物出版社、1988 年） 
図 4－29 橋本関雪《看馬》1926 年 
（『解衣磅礴集』、国立国会図書館デジタル化資料） 





図 4－32 徽宗帝《桃鳩図》12 世紀、絹本着色、28.6x26.0cm、個人蔵 
（東京国立博物館監修『宋元の絵画』便利堂、1962 年） 
図 4－33 小杉放庵《桃花鳴鳩》1922 年 
（小杉放庵『画人行旅』アルス、1923 年） 
図 4－34 小杉放庵《王右丞 玉龍峡八図》、紙・コンテ、9.1x12.7cm、小杉放菴記念日光美
術館 
（執筆者撮影） 
図 4－35 伝文徴明筆《枯木高閑》 
（小杉放庵『画人行旅』アルス、1923 年） 
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・於保博編『翠雲随筆』丹青書房、1943 年。 
・青木茂『自然をうつす 東の山水画・西の風景画・水彩画』岩波書店、1996 年 9 月。 
・高島北海『支那百景』画報社、1907 年。 
・長尾政憲編『大観の画論』鉦鼓洞、1993 年 5 月。 
























・程佳惠『台湾史上第一大博覧会：1935 年魅力台湾 Show』遠流、2004 年。 
・石川欽一郎『山紫水明集』秋田洋画材料店、1932 年。 










・小杉放庵『草画随筆 満鮮と支那』交蘭社、1934 年。 
・小杉放庵『支那画観』アルス、1918 年。 
























報告書、千葉大学人文社会科学研究科、第 175 集、2008 年。 
・『日本における美術史学の成立と展開』文部省科学研究費基盤研究 (A)(2)報告








































うひとつの明治美術展実行委員会、2003 年 7 月。 



















・北浦大介編輯『中華民国教育部美術展覧会 日本出品画冊』大塚巧芸社、1929 年 3 月。 













・「来台画伯多於鯽」『台湾日日新報』1915 年 1 月 8 日漢文版 3 面。 
・「渓仙画伯抽籤会」『台湾日日新報』1909 年 5 月 15 日 5 面。 
・「題那須豊慶南清画譜」『台湾日日新報』1913 年 1 月 21 日漢文版 6 面。 
・楢原益太「安平の竹筏」『台湾日日新報』1920 年 4 月 16 日 4 面。 
・石川寅治「船と水を描き続ける八十五翁」『東京夕刊』1960 年 2 月 16 日。 
・紫瀾会の一員「写生行」『台湾日日新報』1910 年 1 月 30 日 5 面。 
・石川欽一郎「汕頭遊記」『台湾日日新報』1927 年 2 月 13 日 1 面。 
・石川欽一郎「福州小観」『台湾日日新報』1926 年 2 月 7 日 1 面。 
・石川欽一郎「北京の追懷」『台湾日日新報』1926 年 4 月 13 日 1 面、同 14 日 1 面。 
・石川欽一郎「新竹から竹東」『台湾日日新報』1926 年 12 月 9 日 1 面。 
・小早川秋聲「帝展へ出品した制作は台湾からのお土産 モテルは阿桂と雪玉の両校書」『台







・「美人舟遊を連想して筆を下した 橋本関雪氏談」『東京日日新聞』1914 年 10 月 24 日。 
・小室翠雲「八駿の図」『朝日新聞』1929 年 9 月 7 月朝刊 3 面。 
・宅野田夫「桃源行（一）」『台湾日日新報』1921 年 2 月 8 日 4 面。 
・鈴木豹軒「伝心殿観画記」『大阪朝日新聞』1916 年 7 月 17 日。 
 
第三章 
・平福百穗「金剛山写生」『京城日報』1916 年 6 月 10 日 1 面、6 月 11 日 1 面、6 月 12 日 1
面、6 月 13 日 1 面、6 月 14 日 1 面、6 月 15 日 1 面、6 月 16 日 1 面、6 月 17 日 1 面、6 月
19 日 1 面、6 月 20 日 1 面、6 月 21 日 1 面、6 月 22 日 1 面、6 月 23 日 1 面、6 月 24 日 1 面、
6 月 25 日 1 面、6 月 26 日 1 面、6 月 28 日 1 面、6 月 29 日 1 面、7 月 2 日 1 面。 
・丸山晚霞「夏の金剛山」『京城日報』1917 年 7 月 3 日 1 面、7 月 4 日 1 面、7 月 5 日 1 面、
7 月 6 日 1 面、7 月 7 日 1 面、7 月 8 日 1 面、7 月 9 日 1 面、7 月 10 日 1 面、7 月 11 日 1 面、
7 月 14 日 1 面、7 月 15 日 1 面、7 月 16 日 1 面、7 月 17 日 1 面、7 月 19 日 1 面。河合新蔵
「夏の金剛山」同紙 1917 年 7 月 20 日 1 面、7 月 22 日 1 面。「水彩画展覧会を観る」同紙
1917 年 7 月 18 日 2 面。 
・「高千穂丸より」『台湾日日新報』1934 年 3 月 3 日 2 面、「丸山画伯の個人展覧会」同 3 月
10 日 7 面、「阿里山登山の「感想」」同 4 月 12 日 3 面、「丸山晩霞画伯の新作展」同 4 月 28
日 7 面、「中央山脈を越え 丸山画伯帰北」『台湾日日新報』同 5 月 10 日 7 面、「丸山晩霞
氏の講演」同 5 月 11 日 7 面、「亜熱帯気分描写の妙 丸山画伯の個展を開く」同 5 月 12 日
2 面。 
・「足立源一郎氏の山岳作品展」『台湾日日新報』1936 年 5 月 8 日 6 面。 
・「富士山 金森南耕氏筆」『台湾日日新報』1916 年 5 月 20 日 7 面。 
・「審査がすめば阿里山へ 藤島画伯談る」『台湾日日新報』1934 年 10 月 17 日 7 面、「藤島
画伯あす阿里山へ」同 10 月 23 日 7 面。 
・志賀重昂談「金剛山の真の価値」『京城日報』1917 年 8 月 19 日 3 面。 
 
第四章 
・「川島画伯来台」『台湾日日新報』1927 年 11 月 27 日夕刊 2 面、「川島氏の個人展」同 12
月 1 日 5 面、「川島氏の個人展」同 12 月 4 日夕刊 2 面、「人事 川島理一郎氏」同 12 月 6
日夕刊 1 面。 
・欽一廬「川島理一郎と語る」『台湾日日新報』1927 年 12 月 2 日夕刊 3 面。 
・「川島理一郎氏洋画展」『台湾日日新報』1933 年 3 月 18 日夕刊 2 面。 
・川島理一郎「緑の画家」『大阪朝日新聞』1935 年 5 月 11 日 7 面。 
・大隅生「川島理一郎 君の熱河展」『東京日日新聞』1934 年 11 月 27 日朝刊 15 面。 
・「川島理一郎氏 熱河風物展」『東京朝日新聞』1934 年 11 月 28 日朝刊 9 面。 
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・「未醒氏の帰朝」『読売新聞』1913 年 12 月 21 日朝刊 3 面。 
・小杉放庵「南山半日」『東京朝日新聞』1929 年 6 月 4 日朝刊 7 面。 
・柳原一興「放菴魅了した石窟庵」『下野新聞』2009 年 7 月 24 日 18 面。 
・石川宰三郎「鮮土の秋を飾るもの 放庵個展」『京城日報』1935 年 10 月 9 日 3 面。 
・三宅克己「南京より漢口（上）」『読売新聞』1917 年 5 月 10 日朝刊 7 面。 
・小杉放庵「余が愛読の紀行」『読売新聞』1920 年 7 月 28 日朝刊 7 面。 







記念文化財団東洋美術研究所紀要』7－9 巻、1997 年。 
・千葉慶「現在、日本近代美術がどうアジアを描いてきたかを問うということ―中央官展
における〈朝鮮〉表象を事例として」『豊田市美術館紀要』3 号、2010 年。 
・児島薫「画家たちの西洋体験とアジアのまなざし」『豊田市美術館紀要』3 号、2010 年。 
・江川佳秀「旧関東州における展覧会制度『豊田市美術館紀要』」3 号、2010 年。 
・西原大輔「近代日本絵画のアジア表象」『日本研究』26 号、2002 年 12 月。 
・朴美貞「朝鮮人男性のイメージと日本のまなざし―官展の入選作をめぐって―」『文化学
年報』52 号、2003 年 3 月。 
・朴美貞「植民地朝鮮はどのように表象されたのか―官展に入選された日本人画家の作品
をめぐって―」『美学』54 巻 1 号、2003 年 6 月。 
・ジョン・クラーク「日本絵画にみられる中国像―明治後期から敗戦まで」『日本研究』15
号、1996 年 12 月。 




べぐって―」『美学』233 号、2008 年 12 月。 
・中谷伸生「一九三〇年代の日本画と台湾の画家陳進―植民地支配のイデオロギーと美術
―」『南島史学』70 号、2007 年 11 月。 
・長尾政憲「大観の中国旅行をめぐって」『財団法人横山大観記念館館報』5 号、1987 年。 
・佐藤志乃「近代画家の「支那」イメージ―蘇州を描いた作品を中心に―」『横山大観記念




Art Museum Studies』2007、2007 年、同氏「美術家と朝鮮―『京城日報』の記事を通して（2）
1922－1926」『紀要 Hokkaido Art Museum Studies』2008、2008 年、同氏「美術家と朝鮮―
『京城日報』の記事を通して（3）1922－1931 来訪者補遺」『紀要 Hokkaido Art Museum 
Studies』2009、2009 年。 
・『美術フォーラム 21』9 号、特集：旅・留学―なぜ、なにを学ぶのか、2004 年 1 月。 
・『近代画説』19 号、特集：旅行・留学・放浪、2010 年。 
・高階絵里加「洋画家のイタリア、日本画家のイタリア」『立命館言語文化研究』20 巻 2 号、
2008 年 11 月。 
・酒井哲朗「大正期における南画の再評価について―新南画をめぐって―」『宮城県美術館
研究紀要』3 号、1988 年。 
・千葉慶「日本美術思想の帝国主義化―一九一〇－二〇年代の南画再評価をめぐる一考察
―」『美学』213 号、2003 年 6 月。 
・児島薫「藤島武二研究拾遺―「天平時代」および「東洋」の表現について」『近代画説』
20 号、2011 年。 
 
第一章 
・蔡龍保「日治時期台湾鉄路与観光事業的発展」『台北文献直字』142 号、2002 年 12 月。 
・石川欽一郎「廈門と汕頭」『台湾時報』1927 年 2 月。 
・木村荘八「雲崗の生活」『文芸春秋』15 巻 14 号、1937 年 11 月。 
・木下直之「台湾戦争図再々考」『近代画説』20 号、2011 年。 
・石川欽一郎「思出の記」『台湾時報』1929 年 4 月。 
・「竹内栖鳳君演説」『京都美術協会雑誌』110 号、1901 年 8 月。 
・高島北海談「清国探勝談（下）」『美術新報』5 巻 23 号、1907 年 2 月 20 日 3 面。 
・東国雄「写真部記事」『校友会月報』31 巻 6 号、1932 年 12 月。 
・小場恒（吉）「百済懐古二十首（承前）」『校友会月報』20 巻 2 号、1921 年 6 月。 
・小場恒吉「再び江西古墳壁画摸写に就いて」『校友会月報』29 巻 8 号、1931 年 3 月。 
・伊藤英一「朝鮮満洲古美術研究旅行案内」『校友会月報』25 巻 2 号、1926 年 5 月。 
・寺田春一「満鮮旅行報告（一）」『校友会会報』3 号、1934 年 12 月、同「満鮮旅行報告（二）」
『校友会会報』4 号、1935 年 2 月。 
・田辺孝次「朝鮮古美術行脚記」『校友会月報』28 巻 3 号、1929 年 7 月。 
・香取秀真「朝鮮支那旅行談」『校友会月報』28 巻 3 号、1929 年 7 月。 
・荒木十畝「台湾風物ところどころ」『塔影』11 巻 12 号、1935 年 12 月。 
・伊原宇三郎「台湾旅日記」『美之国』13 巻 3 号、1937 年 3 月。 
・田辺至「滞鮮日記」『美術新論』3 巻 7 号、1928 年 7 月。 
・田辺至「朝鮮」『美術新論』6 巻 7 号、1931 年 7 月。 
・「池上秀畝氏三名山展」『美之国』7 巻 8 号、1931 年 8 月。 
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・満谷国四郎「朝鮮」『美術新論』8 巻 8 号、1933 年 8 月。 
・児玉希望「朝鮮を旅して」『美之国』12 巻 7 号、1936 年 7 月。 
・速水御舟「慶州石窟庵を見るの記」『美之国』9 巻 7 号、1933 年 7 月。 
・正木直彦「東洋考古学研究の急務」『しきしま』1 巻 4 号、1911 年。 
・正木直彦「南支那旅行談」『校友会月報』23 巻 8 号、1925 年 3 月。 
・正木直彦「支那旅行談」『校友会月報』26 巻 8 号、1928 年 3 月。 
・鶴田武良「日華（中日）絵画聯合展覧会について―近百年来中国絵画史研究七―」『美術 
研究』383 号、2004 年 8 月。 
・正木直彦「十三松堂先生閑話録 （十七） 外交官補として海外に派遣せられんとする人々
に」『校友会月報』30 巻 1 号、1931 年 4 月。 
 
第二章 
・杤尾武「南船北馬考―語の由来を求めて―」『新しい漢字漢文教育』31 号、2000 年。 




『福岡大学綜合研究所報』130 号、1990 年 12 月。 
・古川智次「溪仙の新機軸―「新機軸」（大正元年作）を巡って―」『福岡大学人文論叢』
33 巻 3 号、2001 年 12 月。 
・杤尾武「橋本関雪『南船集』小考―山田俊雄先生を思ふ―」『成城国文学』22 号、2006
年 3 月。 
・福田平八郎「支那で見た花鳥」『美之国』4 巻 8 号、1928 年 8 月。 
・結城素明「東洋美術に現はれたる馬」『中央美術』4 巻１号、1918 年 1 月。 
・高島北海談「清国探勝談（上）」『美術新報』5 巻 22 号、1907 年 2 月 5 日 3 面 
・高島北海談「東洋画に就て」『美術新報』2 巻 14 号、1903 年 10 月 5 日。 
・溝口禎次郎「古來の「馬之図」就て」『美之国』6 巻 1 号、1930 年 1 月。 
・「宅野田夫支那台湾写生展観会」『中央美術』7 巻 6 号、1921 年 6 月。 
・傅申「董其昌書画船：水上行旅與鑑賞、創作関係研究」『国立台湾大学美術史研究集刊』
15 期、2003 年 9 月。 
・大村西崖「送小室翠雲遊支那」『校友会月報』20 巻 3 期、1921 年 9 月。 
・茅原東学「支那の漫遊と南画の新研究（上）」『中央美術』4 巻 1 号、1918 年 1 月、同「支
那の漫遊と南画の新研究（下）」『中央美術』4 巻 2 号、1918 年 2 月。 
・鶴田武良「中華民国教育部第一次全国美術展覧会出品日本洋画について―近百年来中国 
絵画史研究 八―」『美術研究』387 号、2005 年 10 月。 
・米内山庸夫「支那画と支那の自然（下）」『南画鑑賞』丁丑九月号、1937 年 9 月。 
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・木村莊八「万里長城と明朝十三陵」『中央美術』7 巻 9 号、1921 年 10 月。 
・五十殿利治「日中戦争期における雲岡石窟と日本人美術家（1）―柳瀨正夢と長谷川三郎
を中心に」『芸術研究報』28 号、2008 年 2 月、同氏「日中戦争期における雲岡石窟と日本
人美術家（2）―柳瀨正夢と長谷川三郎を中心に」『芸術研究報』29 号、2009 年 2 月、同氏
「日中戦争期における雲岡石窟と日本人美術家（3）―柳瀨正夢と長谷川三郎を中心に」『芸
術研究報』30 号、2010 年 2 月。 
・木村荘八「大同石窟の美術」『みづゑ』192 号、1921 年 2 月。 
・木下杢太郎「雲崗石仏寺の今昔」『改造』24 巻 9 号、1942 年 9 月。 
・鈴木豹軒「伝心殿観画記」『審美』5 巻 8 号、1916 年。 
・渡辺晨畝「美術の宝庫支那」『美術之日本』11 巻 4 号、1919 年 4 月。 
・栗原誠「文華殿の古画」『東京美術学校校友会月報』18 巻 2 号、1919 年 7 月、同「文華
殿読画續記（一）」『校友会月報』19 巻 3 号、1920 年 6 月、同「武英殿鑑賞」『校友会月報』
20 巻 1 号、1921 年 5 月、同「文華殿読画續記（承前）」『校友会月報』23 巻 1 号、1924 月 4
号。 
・栗原誠 1918 年 9 月 1 日東京美術学校宛書簡、『東京美術学校校友会月報』17 巻 3 号、1918
年 9 月。 
・栗原誠「南船北馬」『東京美術学校校友会月報』17 巻 7 号、1919 年 3 月。 
・竹内逸「支那と支那画」『中央美術』11 巻 1 号、1925 年 1 月。 
・岡倉覚三「支那南北ノ区別」『国華』54 号、1894 年 3 月。 
・横山大観「余は支那旅行に依つて何を得たか」『美術之日本』2 巻 9 号、1910 年 9 月。 
・山岡米華「支那旅行より得たる余の印象」『美術之日本』2 巻 9 号、1910 年 9 月。 
・寺崎広業「清国視察談」『美術之日本』2 巻 9 号、1910 年 9 月。 
・竹内逸「支那観光所感」『美術之日本』13 巻 2 号、1921 年 2 月。 
 
第三章 




韓学術研究者論文集』9 巻、2007 年 4 月－2008 年 2 月。 
・平福百穗「朝鮮紀行」『中央美術』2 巻 9 号、1916 年 9 月。 
・「琅玕洞大会」『美術』1 卷 8 号、1917 年 6 月。 
・山内多門「朝鮮金剛山紀行」『絵画清談』8 巻 9－10 合同号、1920 年 10 月。 
・藤懸静也「帝展の日本画」『婦人画報』192 号、1921 年 12 月。 
・藤懸静也「山内多門君の追憶」『美之国』8 卷 7 号、1932 年 7 月。 
・「朝鮮金剛山水彩画展覽会」『美術旬報』147 号、1917 年 12 月。 
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・丸山晩霞「南画と金剛山」『中央美術』3 巻 12 号、1917 年 12 号。 
・丸山晩霞「南画と水絵」『中央美術』2 巻 9 号、1916 年 9 月。 
・丸山晩霞「金剛の山水（二）」『みづゑ』152 号、1917 年 10 月。 
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